
     　 「WATABE AKITO's LASTJUMP powered by you」が開催されました
６月６日に白馬ジャンプ競技場で開催された「WATABE AKITO's LASTJUMP powered 

by you」で、白馬村出身の渡部暁斗選手がラストジャンプに臨みました。地元住民や全国から駆け
付けたファン、ゆかりの深いオリンピアンたちが見守る中、見事な大ジャンプを披露しました。

渡部暁斗選手のラストジャンプには大きな拍手と歓声が送られ、白馬村が誇るアスリートへの感
謝と敬意に包まれたイベントとなりました。
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知
っ
て
お
き
た
い
下
水
道
の
安
全

　

私
た
ち
が
毎
日
快
適
に
ト
イ
レ
や
台
所
を

使
え
る
の
は
、地
中
を
通
る
下
水
道
管
の
お
か

げ
で
す
。し
か
し
、地
面
の
下
に
あ
る
配
管
は

私
た
ち
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。

　
2
0
2
5
年
1
月
に
埼
玉
県
八
潮
市
で
大
規

模
な
道
路
陥
没
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。原
因

と
な
っ
た
の
は
管
径
4
・
75
ｍ
の
下
水
道
基
幹

管
路
で
、走
行
中
の
ト
ラ
ッ
ク
が
穴
に
転
落
す

る
と
い
う
悲
惨
な
事
故
で
し
た
。白
馬
村
で
も

同
様
の
事
故
が
起
こ
り
う
る
の
か
、白
馬
村
の

下
水
道
管
路
の
現
状
と
、下
水
道
を
守
る
た
め

に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

下
水
道
管
路
の
耐
用
年
数
は
？

　
下
水
道
の
法
定
耐
用
年
数
は
一
般
的
に「
50

年
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。白
馬
村
の
下
水
道
管

は
平
成
元
年
に
公
共
下
水
道
事
業
に
着
手
し
、

平
成
5（
1
9
9
3
）年
度
か
ら
供
用
を
開
始

し
ま
し
た
。グ
ラ
フ
①
を
見
る
と
平
成
8
年
・

11
年
に
最
も
長
い
距
離
を
布
設
し
て
い
る
の

が
わ
か
り
ま
す
。経
過
年
数
で
見
る
と
平
成
5

年
に
布
設
さ
れ
た
も
の
は
35
年
が
経
過
し
、耐

用
年
数
50
年
を
超
え
る
段
階
に
達
す
る
管
路

は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。で
す
が
、初
期
に
作
ら

れ
た
主
要
な
幹
線
な
ど
か
ら
徐
々
に
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

管
路
の
口
径
は
？

　
白
馬
村
の
下
水
道
管
の
口
径
は
、

グ
ラ
フ
②
の
と
お
り
全
体
の
約

80
％
は
1
0
0
㎜
～
2
0
0
㎜
で

す
。
一
番
太
い
管
で
も
9
0
0
㎜

で
、八
潮
市
の
よ
う
に
車
一
台
が

転
落
す
る
大
き
さ
の
管
路
は
埋
設

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
6
0
0
㎜
～
9
0
0
㎜
の
管
は

全
体
の
約
5
%
程
度
で
す
。

白
馬
村
の
下
水
道
は

「
分
流
式
」

　
「
分
流
式（
ぶ
ん
り
ゅ
う
し
き
）」

と
は
、汚
水（
家
庭
か
ら
の
排
水
）と

雨
水
を
、完
全
に
別
の
管
路
に
分
け

て
流
す
方
式
で
す
。

　

日
本
の
多
く
の
自
治
体
が
こ
の

方
式
を
採
用
し
て
お
り
、安
全
性
や

管
路
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、合
流

式（
汚
水
と
雨
水
を
同
じ
管
で
流
す

方
式
）と
比
較
す
る
と「
衛
生
面
や

水
害
時
の
安
全
性
は
高
い
が
、管
路

の
維
持
管
理
に
お
け
る
特
有
の
リ

ス
ク
が
あ
る
」と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。

下
水
道
の
腐
食
原
因　

硫
化
水
素

　

分
流
式
は
、汚
水
管
が
雨
水
で

希
釈
さ
れ
な
い
た
め
、常
に
高
濃

度
の
有
機
物
が
流
れ
て
い
ま
す
。

  

流
れ
が
停
滞
し
た
状
態
や
、管
路

内
に
酸
素
が
な
い
状
態
に
な
る
と
、

微
生
物
の
働
き
で
硫
化
水
素（
ド
ブ

臭
い
ガ
ス
の
原
因
）が
発
生
し
ま
す
。

こ
の
ガ
ス
が
管
の
天
井
部
に
付
着

し
て
硫
酸
に
変
化
す
る
と
、コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
管
路
や
マ
ン
ホ
ー
ル

下水道年度別　布設距離 〔グラフ①〕
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水
道
料
金
の
基
本
料
金
減
免
を
１
か
月

延
長
し
ま
す

　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
村
民
及
び
事
業
者
の
皆
様

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、令
和
8
年
6
月
・
７
月
請
求

分
で
実
施
し
た
水
道
料
金
の
基
本
料
金
減
免
に
つ
い
て
、国
の

「
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金（
追
加
分
）」

を
活
用
し
、対
象
期
間
を
１
か
月
延
長
し
ま
す
。

■
対
象
期
間

　
令
和
８
年
８
月
請
求
分（
７
月
使
用
分
）

※�

こ
れ
ま
で
に
令
和
８
年
６
月
・
７
月
請
求
分（
５
月
・
６
月
使

用
分
）を
免
除

■
対
象
者

　
白
馬
村
の
上
水
道
契
約
者

　
※�

臨
時
契
約
、６
ヶ
月
検
針（
別
荘
）の
対
象
者
及
び
公
共
施

設
は
除
く

■
申
請
手
続
き

　
不
要

■
注
意
事
項

　

従
量
料
金（
使
用
水
量
に
応
じ
て
従
量
制
で
加
算
さ
れ
る
料

金
）は
免
除
さ
れ
ま
せ
ん
。

下
水
道
使
用
料
は
免
除
さ
れ
ま
せ
ん
。

※�
上
水
道
の
み
契
約
さ
れ
て
い
る
方
で
、対
象
期
間
中
に
水
道

の
使
用
が
な
く
従
量
料
金
が
発
生
し
な
か
っ
た
場
合
、請
求

金
額
が
０
円
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
そ
の
場
合
は
請
求

書
を
お
送
り
し
ま
せ
ん
。）

お問合せ　白馬村役場　上下水道課　電話：0261-85-0714

を
内
側
か
ら
激
し
く
溶
か
し
、こ
れ
が
進
む

と
最
終
的
に
道
路
の
陥
没
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。八
潮
市
の
陥
没
事
故
も
硫
化
水
素
が
原

因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
白
馬
村
の
管
路
の
約
8
割
は
、硫
化
水
素
に

よ
る
腐
食
の
影
響
を
受
け
に
く
い
と
さ
れ
る

塩
化
ビ
ニ
ル
系
の
管
で
す
。し
か
し
、1
・
5
割

ほ
ど
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
管
路
や
、管
路
の
点

検
・
清
掃
・
修
理
の
た
め
の
出
入
口
と
な
る
マ

ン
ホ
ー
ル
は
硫
化
水
素
の
影
響
を
非
常
に
受

け
や
す
い
た
め
、腐
食
に
対
す
る
注
意
が
必
要

で
す
。

下
水
道
管
を
守
る
た
め
に

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

～
下
水
に
流
し
て
は
い
け
な
い
も
の
～

　
油
や
食
べ
残
し
・
・
・
油
が
配
水
管
内
で
固

ま
る
と
、つ
ま
り
の
原
因
に
な
り
硫
化
水
素

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。油
は
紙
で
拭

き
取
っ
た
り
、固
め
て
ゴ
ミ
に
出
し
た
り
し

て
く
だ
さ
い
。

　

水
に
溶
け
な
い
固
形
物
・
繊
維
類
・
・
・
水

の
中
で
バ
ラ
バ
ラ
に
分
解
さ
れ
な
い
た
め
、

処
理
場
の
機
械
に
絡
み
つ
き
故
障
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

　

有
害
物
質
・
化
学
薬
品
・
危
険
物（
ガ
ソ
リ

ン
・
灯
油
・
農
薬
・
多
量
の
洗
剤
等
）・
・
・
下
水

処
理
場
で
は「
微
生
物
」の
力
で
汚
水
を
き
れ

い
な
水
に
し
て
い
ま
す
。強
い
薬
品
や
農
薬

が
流
れ
込
む
と
こ
の
微
生
物
が
死
滅
し
て
し

ま
い
、汚
水
を
処
理
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

白
馬
村
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
今
年
の
春
、

使
い
残
り
の
灯
油
が
下
水
に
流
さ
れ
、処
理

場
に
灯
油
の
に
お
い
が
漂
い
ま
し
た
。微
生

物
に
よ
る
処
理
に
大
き
な
悪
影
響
が
出
ま
す

の
で
、灯
油
は
絶
対
に
下
水
に
流
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、白
馬
村
の
下
水
道
管

路
は
ま
だ
耐
用
年
数
を
経
過
し
て
い
ま
せ
ん

が
、使
い
方
に
よ
っ
て
、硫
化
水
素
な
ど
に
よ

り
腐
食
し
、陥
没
事
故
が
発
生
す
る
可
能
性

は
あ
り
ま
す
。村
と
し
て
も
、今
後
管
路
内
の

カ
メ
ラ
調
査
な
ど
、事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
対
策
を
取
っ
て
い
き
ま
す
。村
民
の
皆
さ

ん
も
下
水
に
流
す
も
の
に
は
十
分
注
意
し
、

よ
り
長
く
下
水
道
を
安
全
に
使
え
る
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、今
後
も
安
全
な
運
用
の
た
め
に
定

期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
老
朽
化
し
た
設
備

の
更
新
が
不
可
欠
で
す
。村
で
は
安
定
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る
た
め
水
道
料
金

と
同
様
に
下
水
道
使
用
料
の
改
定
も
検
討
し

て
い
ま
す
。今
後
の
審
議
会
等
の
議
論
を
踏

ま
え
、決
定
次
第
、広
報
誌
や
白
馬
村
行
政
公

式
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
等
で
改
め
て
住
民
の
皆
様

に
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
の
持
続
可
能
な
運
営
の
た
め
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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令和8年　農地利用の意向アンケート

お問合せ　白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766

白馬村では、令和８年３月に農家を対象に農地利用の意向アンケート調査を実施しました。営農計画書に同封し、
質問は３項目、回答率42.7％となり、統計学において信頼できる回答数を得ることができました。ご協力いただいた
皆様に感謝申し上げます。

質問内容は令和7年広報はくば８月号に掲載したアンケートと同一となっています。

・�「農地を所有しているがすでに農業を行っていない」、「高
齢などの理由で近い将来農業を続けることができない」 、

「規模を縮小したい」の合計は66.1％となり、令和7年の
アンケート結果68.7％より2.6％減少しました。

・�「現状の規模を維持したい」は24.6％で、令和7年より
0.9％減少しました。

・�「規模を拡大したい」は2.6％で、令和7年より0.8％増加
している結果となりました。園芸を中心に耕作している
認定新規就農者が含まれます。

３．総評
今回いただいたアンケートの結果から、営農の継続が難
しくなってきていることや、後継者不足がより深刻化し
ている傾向があり、多くの方が農業の将来に対して不安
を感じています。また、農地の売買方法やほ場整備への
関心も高く、村としても、引き続き地域と課題を共有し
た農業振興施策に取り組みます。

・�「後継者の目処は立っていない」の割合は、令和7年よ
り5.1％減少しました。「経営者の家族・親戚」は0.6％
増加し、「集落営農組織・法人」は3％増加しました。

回答農家の平均年齢は71.2歳で、2025年農林業センサス（農
林水産省）の67.7歳より4歳ほど高い結果となりました。

1.基本項目

2.アンケート結果

項目 結果 備考
アンケート送付数 1,019 a
回答数 436 b
回答率（％） 42.7 b/a

農
地
を
所
有
し
て
い
る

が
す
で
に
農
業
を
行
っ

て
い
な
い

高
齢
な
ど
の
理
由
で
近

い
将
来
農
業
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る

規
模
を
縮
小
し
た
い

現
状
の
規
模
を
維
持
し

た
い

規
模
を
拡
大
し
た
い

そ
の
他

42.2%

21.3%

2.6% 2.4%

24.6% 25.5%

2.6% 1.8%
6.8%

2.9%

25.9%

40.4%

令和 8年度

令和 7年度

後
継
者
の
目
途
は

立
っ
て
い
な
い

経
営
者
の
家
族
・
親
戚

集
落
営
農
組
織
・
法
人

そ
の
他

そ
の
他

60.6%
65.7%

19.5% 18.9% 13.4%
10.4% 6.6% 5.1%

令和 8年度

令和 7年度

多くの貴重な意見をいただきました。意見が多い項目順に掲載してあります。意見は種類ごとに抜粋して掲載しています。
（　）内の数字は種類ごとの意見回答数です。

Q3. 農地に関する提案等（自由意見）

Q2 : 後継者についてQ1:10 年後の農業経営について

①今後の農業について（12）
・後継者が遠方に在住の為、農業の継続が難しい
・�法人や認定農業者だけでなく小規模農家へのインセン

ティブが必要

②優良農地確保について（22）
・整備をして下草や木も切ってほしい
・ほ場整備事業に感謝している

③農地の売買、貸借について（14）
・荒地になろうとも建造物は認めないでほしい
・相続しても農業をやらないので売却したい

④農業機械、レンタル、その他補助について（３）
・�トラクターなどの農業機械を安くレンタルできるとあ

りがたい
・農機具が高すぎるので補助金をお願いしたい

⑤獣害について（3）
・イナゴなど大量発生し対策に苦慮している
・イノシシ対策をしてもらいたい
・荒地が害獣の寝床になってしまっている

⑥担い手について（4）
・用排水路や畔草刈りなどの適正管理をお願いしたい

⑦その他
・毎年用水路の水量が少なく苦労している
・水路の改修をお願いしたい
・ほ場整備した水田が湧水で作付けが難しい
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白
馬
村
ス
ポ
ー
ツ
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

講
演
会「
母
な
る
蛇
紋
岩 

―
す
べ
て
は

こ
こ
か
ら
始
ま
る
！
」を
開
催
し
ま
す

お問合せ　白馬村スポーツ協会　電話：0261-72-8770

お問合わせ　白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766

第
24
回
白
馬
村
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
連
盟

設
立
記
念
大
会

　

5
月
19
日（
火
曜
日
）、グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
森

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て
今
年
度
最
初
の
大
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

優
勝
男
子
は
太
田
敏
彦
さ
ん
、女
子
は
太
田
郁
子

さ
ん
、準
優
勝
男
子
は
太
田
勝
己
さ
ん
、女
子
は
毛
利

暁
子
さ
ん
、3
位
男
子
は
、窪
田
富
安
さ
ん
、女
子
は

武
田
純
代
さ
ん
。総
勢
51
人
。熱
戦
の
中
に
も
和
や

か
な
雰
囲
気
が
あ
り
、す
ば
ら
し
い
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

第
67
回
北
安
曇
郡
ス
ポ
ー
ツ
祭 

春
季
大
会

　
5
月
23
日（
土
曜
日
）、池
田
町
に
お
い
て
４
町
村
、

池
田
町
、松
川
村
、小
谷
村
、白
馬
村
の
ス
ポ
ー
ツ
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
池
田
、松
川
、

白
馬
の
3
チ
ー
ム
で
の
出
場
で
し
た
が
、白
馬
村
が

見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　
野
球
は
白
馬
・
小
谷
の
合
同
チ
ー
ム
で
参
加
し
、3

チ
ー
ム
と
も
同
じ
勝
敗
と
な
り
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
白
馬
・

小
谷
の
合
同
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

第
25
回
長
野
県
シ
ニ
ア
市
町
村
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

　

昨
年
10
月
中
信
地
区
予
選
会
を
通
過
し
、5
月
29

日
の
県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。37
チ
ー
ム
中
30
位

と
残
念
な
が
ら
実
力
を
発
揮
す
る
事
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、来
年
は
ベ
ス
ト
10
以
内
を
目
指
し
ま
す
。

　
木
流
川
と
親
し
む
会
で
は
、地
域
の
自
然
環
境
へ
の
理
解
を
深

め
、郷
土
へ
の
誇
り
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
、蛇
紋
岩
研
究

の
世
界
的
権
威
で
あ
る
金
沢
大
学
名
誉
教
授
・
荒
井
章
司
先
生
を

お
招
き
し
、「
母
な
る
蛇
紋
岩 

―
す
べ
て
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
！
」

と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
８
月
29
日（
土
曜
日
） 

午
前
９
時
か
ら
午
前
11
時
30
分

　
　
　

会
場　
木
流
川
散
策
路

　
　
　
※
白
馬
村
役
場
正
面
玄
関
前
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
※�

木
流
川
散
策
路
を
歩
き
ま
す
の
で
、歩
き
や
す
い
服
装
、

靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
※�

雨
天
時
は
、白
馬
村
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
２

階　
学
習
室
で
開
催
し
ま
す
。

内
容　

�

講
演
：「�

母
な
る
蛇
紋
岩 

―
す
べ
て
は
こ
こ
か
ら
始
ま

る
！
」

　
　
　
講
師
：
金
沢
大
学
名
誉
教
授　
荒
井
章
司
氏

参
加
費　
無
料

　
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
が
、事
前
申
込
が
必
要
で

す
の
で
、参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、８
月
21
日（
金
曜
日
）ま
で

に
電
話（
農
政
課
：
0
2
6
1-

8
5-

0
7
6
6
）ま
た
は
、申
込

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

北安曇郡スポーツ祭 ソフトボール北安曇郡スポーツ祭　野球
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
は
75
歳

に
な
る
と
加
入
す
る
保
険
で
す

８
月
か
ら
各
種
資
格
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

■
対
象
と
な
る
方

　
・�

75
歳
以
上
の
方（
75
歳
の
誕
生
日
当
日
か
ら

対
象
）

　
・�

65
歳
以
上
で
一
定
の
障
が
い
が
あ
り
、申
請

に
よ
り
認
定
さ
れ
た
方

　
＊�

75
歳
に
な
る
と
、そ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た

医
療
保
険
か
ら
自
動
的
に
移
行
し
ま
す
。

　
　

�

今
ま
で
親
族
の
扶
養
に
入
っ
て
い
た
方
も
、

扶
養
を
外
れ
て
一
人
ず
つ
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
し
た
場
合
、そ
の
被
扶
養
者
は
他
の
家
族
の
健

康
保
険
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
手
続

が
必
要
で
す
。

　
■
保
険
料
に
つ
い
て

　
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
、被
保
険
者

お
一
人
ご
と
に
保
険
料
が
発
生
し
ま
す
。

・
特
別
徴
収
：
年
金
か
ら
の
天
引
き　

・
普
通
徴
収
：
納
付
書
や
口
座
振
替　

　

年
金
額
が
一
定
以
下
の
方
や
介
護
保
険
料
が

普
通
徴
収
の
方
な
ど
。

　

75
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
被
保
険
者
に

な
ら
れ
た
当
初
は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

＊�

納
付
書
は
８
月
中
旬
に
郵
便
で
届
き
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

福
祉
医
療
受
給
者
証《
障

が
い
者
・
母
子
・
父
子
家

庭
》を
お
持
ち
の
み
な
さ

ま
へ

　

８
月
１
日
か
ら
福
祉
医
療
受

給
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

　

有
効
期
限
は「
令
和
９
年
７

月
31
日
」と
印
字
さ
れ
ま
す
。

　

受
給
者
証
は
７
月
下
旬
ま
で

に
該
当
す
る
方
宛
に
郵
送
し
ま

す
。

※�

医
療
機
関
受
診
の
際
に
は
必

ず
受
給
者
証
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

国
民
健
康
保
険
の
資
格

確
認
書
を
お
持
ち
の
み

な
さ
ま
へ

　

８
月
１
日
か
ら
資
格
確
認
書

の
色
が「
藤
色
」⇒

「
空
色
」に
な

り
、有
効
期
限
は「
令
和
９
年
７

月
31
日
」と
印
字
さ
れ
ま
す
。

　
資
格
確
認
書
は
、７
月
中
旬
以

降
、世
帯
ご
と
に「
長
野
県
国
民

健
康
保
険
資
格
関
係
書
類
在
中
」

と
印
字
さ
れ
た
青
い
封
筒
で
郵

送
し
ま
す
。

　
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

☆�

８
月
２
日
以
降
に
70
歳
と
な

る
被
保
険
者
の
方
へ

　
資
格
確
認
書
の
有
効
期
限
は
、

70
歳
と
な
る
月
の
月
末（
１
日

生
ま
れ
の
方
は
前
月
末
）と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

70
歳
と
な
る
月
の
前
月
中
旬

（
１
日
生
ま
れ
の
方
は
前
々
月
）

に
有
効
期
限
を
更
新
し
た
資
格

確
認
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

翌
月
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
医
療
の
資
格
確
認
書

を
お
持
ち
の
み
な
さ
ま

へ
　

８
月
１
日
か
ら
資
格
確
認
書

の
色
が「
青
色
」⇒

「
藤
色
」に
な

り
、有
効
期
限
は「
令
和
９
年
７

月
31
日
」と
印
字
さ
れ
ま
す
。

　
「
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
」の
名
称
が
印
字
さ
れ
た
黄

色
い
封
筒
で
届
き
ま
す
の
で
、必
ず

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

７
月
中
旬
以
降
、資
格
確
認

書
ま
た
は
資
格
情
報
の
お
知
ら

せ
を
郵
送
し
ま
す
。

■
資
格
確
認
書
送
付
対
象
の
方

・
85
歳
以
上
の
方
全
員

・�

84
歳
以
下
で
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
取
得
し
て
い
な
い
、

ま
た
は
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利

用
登
録
を
し
て
い
な
い
方

■�

資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
送
付

対
象
の
方

・�

84
歳
以
下
で
、マ
イ
ナ
保
険
証

を
一
定
の
条
件
以
上
利
用
が

あ
る
方

☆�

こ
れ
か
ら
75
歳
を
迎
え
ら
れ

る
方
へ

　

誕
生
日
の
2
週
間
ほ
ど
前
に

「
資
格
確
認
書
」ま
た
は「
資
格

情
報
の
お
知
ら
せ
」を
郵
送
し

ま
す
。

※�
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
状
況

の
判
定
方
法

84 歳以下の方
マイナ保険証を過去 1 年間で 6 回
以上利用していて、かつ直近 3 ヶ
月以内に利用実績がある。

はい いいえ
資格情報の

お知らせを交付
資格確認書を送

付

85 歳以上の方

資格確認書を交付
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９
月
９
日
は
救
急
の
日

白
馬
村
自
治
基
本
条
例（
案
）に
対
す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す

　

も
し
家
族
や
大
切
な
人
が
倒
れ
た
時
、あ
な
た
な

ら
ど
う
し
ま
す
か
。そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
あ
な
た

が
冷
静
に
心
肺
蘇
生
法
等
の
応
急
手
当
を
行
う
こ
と

で
、大
切
な
人
の
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
で
は
、救
急
の
日
に

ち
な
み
、普
通
救
命
講
習
を
計
画
し
て
い
ま
す
。普
通

救
命
講
習
で
は
心
肺
蘇
生
法
や
A
E
D
の
適
切
な
使

用
方
法
な
ど
、応
急
手
当
に
つ
い
て
詳
し
く
講
習
し

ま
す
。応
急
手
当
は
あ
な
た
の
大
切
な
人
の
命
を
い

ざ
と
い
う
時
に
救
う
、大
切
な
技
術
で
す
。ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
応
急
手
当
を
身
に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。大

勢
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

実
施
日　
９
月
６
日（
日
曜
日
）９
時
か
ら
12
時
ま
で

会　
場　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部　
３
階
講
堂

募　
集　
８
月
１
日
か
ら
受
付
し
ま
す

定　
員　

�

30
名（
定
員
に
な
り
次
第
受
付
を
終
了
し

ま
す
。）

費　
用　
無
料

そ
の
他　
講
習
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す

　

詳
し
く
は
、北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
近
く
の
消
防
署
ま
で
お
気
軽

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
、地
方
分
権
に
よ

り
地
域
の
自
主
性
・
自
立
性
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、多
様

化
す
る
村
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
課
題
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
だ

け
で
対
応
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。村
民
が
幸
せ
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
村
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
、一
人
ひ
と
り
の
村
民
や
事
業
者
、各

種
団
体
、行
政
な
ど
多
様
な
主
体
が
ま
ち
づ
く
り
の
担

い
手
と
し
て
、お
互
い
の
役
割
や
責
任
を
自
覚
し
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
、協
働
し
て
様
々
な
課
題

の
解
決
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、自
治
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

的
な
方
針
や
ル
ー
ル
を
定
め
る「
白
馬
村
自
治
基
本
条

例（
案
）」の
制
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
第
６
次
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
て
実
施
し
た
村
民

ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、地
区
懇
談
会
等
で
お

聴
か
せ
い
た
だ
い
た
村
民
の
皆
様
の
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
ご
意
見
等
を
踏
ま
え
、条
例（
案
）を
作
成
し
ま
し
た
。

　

条
例（
案
）に
つ
い
て
、村
民
の
皆
様
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
た
め
、「
白
馬
村
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
に

関
す
る
指
針
」に
基
づ
き
、次
の
と
お
り
意
見
募
集（
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）を
実
施
し
ま
す
。

■
募
集
の
概
要

１
．案
件
名

白
馬
村
自
治
基
本
条
例（
案
）

２
．資
料
の
閲
覧
方
法

（
１
）白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
２
）�文
書
閲
覧　
（
閲
覧
窓
口
：
白
馬
村
役
場 

総
務
課
）

３
．意
見
募
集
の
方
法

（
１
） 

意
見
の
提
出
期
間

7
月
21
日（
火
曜
日
）か
ら
8
月
20
日（
木
曜
日
）ま
で

（
２
）意
見
を
提
出
で
き
る
人

・
村
内
に
住
所
を
有
す
る
者

・�

村
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有
す
る
者
及
び
法
人

そ
の
他
団
体

・�

村
内
に
存
す
る
事
務
所
又
は
事
業
所
に
勤
務
す
る
者

・
村
内
の
学
校
に
在
学
す
る
者

・
本
村
に
対
し
て
納
税
義
務
を
有
す
る
者

（
３
）意
見
の
提
出
様
式

・�

意
見
書
の
提
出
様
式
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。様
式
は
白

馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
白
馬
村
役
場
総

務
課
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

・�
ご
記
入
い
た
だ
く
個
人
情
報（
氏
名
・
住
所
等
）に
つ
い

て
は
、今
回
募
集
す
る
ご
意
見
を
確
認
す
る
目
的
以
外

に
は
利
用
し
ま
せ
ん
。

（
４
）意
見
の
提
出
方
法

・
電
子
メ
ー
ル　

kikaku@
vill.hakuba.lg.jp

・�

郵
送　

〒
3
9
9-

9
3
9
3　

白
馬
村
大
字
北
城

7
0
2
5
番
地　
白
馬
村
役
場 
総
務
課 

宛

・�

フ
ァ
ッ
ク
ス　
0
2
6
1-

7
2-

7
0
0
1　

白
馬

村
役
場　
総
務
課 

宛

・
持
参　
白
馬
村
役
場
総
務
課
窓
口

（
５
）意
見
の
概
要
等
の
公
表

・�

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、個
人
情
報
を
除
い
て

整
理
・
集
約
し
、村
の
考
え
方
と
と
も
に
白
馬
村
行
政

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
と
と
も
に
、必
要
に

応
じ
て
ご
意
見
に
基
づ
き
案
を
修
正
し
ま
す
。

お問合せ　北アルプス広域北部消防署　電話：0261-72-0119

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002
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シ
リ
ー
ズ 

ミ
ラ
イ
へ
の
分
別（
vol. 

37
）

ご
み
減
量
チ
ー
ム　
白
馬
あ
ー
す
隊
の
皆
さ
ん

が
令
和
８
年
６
月
末
を
も
っ
て
活
動
を
終
了
し

ま
し
た

合
言
葉
は「
地あ
ー
す球
の
明あ

す日
を
あ
ー
し
た
い
！
」

　
平
成
19
年
７
月
の
設
立
か
ら
19
年
に
わ
た
り
、白
馬

村
の
可
燃
ご
み
や
埋
め
立
て
ご
み
の
減
量
化
の
た
め
、

か
わ
ら
版
の
発
行
や
文
化
祭
、学
習
会
等
で
の
啓
発
活

動
や
情
報
発
信
、ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
の
リ
ユ
ー
ス

コ
ー
ナ
ー
の
開
設
等
様
々
な
視
点
か
ら
多
角
的
に
環
境

問
題
の
解
決
に
向
け
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

   お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

あ
ー
す
隊
の
活
動
を
終
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
表　
渡
辺
義
子

　
平
成
19
年
当
時
、集
積
場
が
な
い
地
区
の
住
民

や
、一
度
に
多
量
に
始
末
し
た
い
事
業
所
な
ど
は
、

直
接
焼
却
場
に
持
ち
込
み
、「
自
分
で
」焼
却
炉
に

投
げ
入
れ
て
い
ま
し
た
。白
馬
村
で
は
何
で
も
燃

や
せ
る
と
一
部
で
言
わ
れ
て
い
た
所
以
で
す
。

　
「
ル
ー
ル
は
あ
る
の
に
?
」と
、疑
問
に
思
っ
た

の
が
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
で
す
。知
ら
な
い

こ
と
が
多
く
、学
習
を
深
め
る
中
で
最
後
に
行
き

着
い
た
の
が
リ
サ
イ
ク
ル
よ
り
リ
ユ
ー
ス
で
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
か
け
て
新
品
を
作
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
ま
ま
を
ト
コ
ト
ン
使
い
回
す
、こ
れ
こ
そ
が

限
り
あ
る
資
源
を
無
駄
に
し
な
い
こ
と
だ
と
気
づ

い
た
の
で
す
。

　
30
年
ほ
ど
前
に
は
、あ
と
30
年
く
ら
い
で
石
油

が
枯
渇
す
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、特
に
意
識
す

る
こ
と
も
な
く
使
い
続
け
て
き
ま
し
た
。日
本
は

資
源
が
乏
し
い
国
な
の
に
備
え
を
し
て
き
ま
せ
ん

で
し
た
。そ
し
て
今
、こ
の
世
界
情
勢
で
す
。生
活

者
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
意
識
し
て
実
践
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

　
隊
の
活
動
に
賛
同
し
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
多

く
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

想
い
を
受
け
継
ご
う

ご
み
減
量
化
へ
の
取
り
組
み

リ
ユ
ー
ス
を
活
用
し
よ
う

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
リ
ユ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー
は
6
月
末
で

終
了
し
ま
し
た
。今
後
は
白
馬
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
内
の「
リ

ユ
ー
ス
ひ
ろ
ば
」を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
リ
ユ
ー
ス
を
活
用
す
る
こ
と
で
ご
み
と
し
て
処
分
さ
れ
る

物
が
減
る
こ
と
に
加
え
、お
財
布
に
も
優
し
く
環
境
へ
の
取

り
組
み
に
貢
献
で
き
ま
す
。

生
ご
み
を
堆
肥
化
し
よ
う

　
生
ご
み
は
、土
に
還
せ
ば
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
で
す
。燃
え
る

ご
み
に
含
む
約
34
%
が
生
ご
み
で
そ
の
重
量
の
う
ち
約
80
%

が
水
分
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
こ
と

で
、生
ご
み
特
有
の
水
分
と
悪
臭
が
減
り
、重
量
が
軽
く
な
る

た
め
日
々
の
ご
み
出
し
が
快
適
に
な
り
ま
す
。家
庭
で
の
生

ご
み
処
理
機
の
使
用
は
普
及
し
て
き
ま
し
た
が
、大
量
に
発

生
す
る
事
業
系
の
生
ご
み
処
理
が
今
後
の
課
題
で
す
。

埋
立
ご
み
を
さ
ら
に
減
量
し
よ
う

　
現
在
、大
町
市
が
管
理・運
営
し
て
い
る
一
般
廃
棄
物
最
終

処
分
場 

大
町
市
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
は
、現
行
の
第
2
期
埋
立

地
が
埋
立
終
了
と
な
る
の
を
前
に
、北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合

が
第
3
期
埋
立
地
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。ご
み
処
理
施

設
の
広
域
化・集
約
化
の
一
環
と
し
て
、第
2
期
埋
立
地
が
終

了
を
迎
え
第
3
期
埋
立
地
が
供
用
開
始
と
な
り
ま
す
。想
定

さ
れ
て
い
る
利
用
期
間
は
15
年
で
、こ
の
施
設
の
延
命
化
を

図
る
た
め
に
は
日
頃
か
ら
埋
立
ご
み
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

平成 25 年 3 月　くるくるリサイクルの様子
A・コープハピアの駐車場で資源物の無料回収を

実施していました。
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お問合せ　白馬村役場　税務課　電話：0261-85-0712

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

シ
リ
ー
ズ
固
定
資
産
税

～
令
和
9
年
度
評
価
替
え
に
向
け
て（
第
2
回
）～

空
き
家・空
き
地
の
悩
み
事
に
つ
い
て

専
門
家
に
相
談
し
ま
せ
ん
か

本
号
で
は
、税
額
が
ど
の
様
な
手
順
で
決
定
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

 

税
額
算
定
の
あ
ら
ま
し

①
　�

総
務
大
臣
が
定
め
た
固
定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ
い
て
固
定
資
産
を
評
価
し
、白

馬
村
長
が
そ
の
価
格
を
決
定
し
、そ
の
価
格
を
基
に「
課
税
標
準
額
」を
算
定
し
ま
す
。

（
課
税
標
準
額
を
算
定
す
る
ま
で
の
過
程
に
つ
い
て
は
、土
地・家
屋・償
却
資
産
に

分
け
て
次
回
以
降
で
詳
し
く
解
説
し
ま
す
。）

↓

②
　
課
税
標
準
額
　
×
　
税
率（
1.4
％
）　
＝
　
税
額
　
と
な
り
ま
す
。

　
　�

同
一
人
が
所
有
す
る
す
べ
て
の
土
地
の
課
税
標
準
の
合
計
額
、す
べ
て
の
家
屋
の

課
税
標
準
の
合
計
額
、す
べ
て
の
償
却
資
産
の
課
税
標
準
の
合
計
額
が
そ
れ
ぞ
れ

次
の
金
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、固
定
資
産
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
　（
土
　
　
地
）　
　
三
〇
万
円

　
　（
家
　
　
屋
）　
　
二
〇
万
円（
令
和
9
年
度
以
降
は
三
〇
万
円
）

　
　（
償
却
資
産
）　
一
五
〇
万
円（
令
和
9
年
度
以
降
は
一
八
〇
万
円
）

↓

③
　
税
額
等
を
記
載
し
た
納
税
通
知
書
を
、4
月
上
旬
に
発
送
し
ま
す
。

　
土
地
と
家
屋
に
つ
い
て
は
3
年
ご
と
に
新
た
な
評
価
を
行
い
ま
す
。こ
の
3
年
に
1

度
行
わ
れ
る
新
た
な
評
価
の
こ
と
を『
評
価
替
え
』と
言
い
ま
す
。原
則
は
3
年
間
評
価

が
据
置
き
と
な
り
ま
す
が
、地
目
の
変
更
、家
屋
の
増
築
な
ど
に
よ
っ
て
価
格
が
修
正
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。な
お
、令
和
3
年
お
よ
び
令
和
6
年
の
評
価
替
え
で
急
激
に
価

格
が
上
昇
し
た
土
地
で
は
、価
格
の
上
昇
分
を
徐
々
に
税
額
へ
反
映
さ
せ
る
し
く
み（
負

担
調
整
措
置
）に
よ
り
価
格
は
据
置
か
れ
て
も
税
額
は
上
昇
し
ま
す
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
毎
年
評
価
替
え
を
行
い
、そ
の
結
果
を
基
に
課
税
を
行
う
こ
と
が
理

想
的
で
す
が
、膨
大
な
土
地
と
建
物
に
つ
い
て
毎
年
評
価
を
見
直
す
こ
と
は
、実
務
的
に

不
可
能
で
あ
る
こ
と
や
、課
税
事
務
の
簡
素
化
を
図
り
徴
税
コ
ス
ト
を
最
小
に
抑
え
る

必
要
も
あ
る
こ
と
か
ら
、3
年
ご
と
に
価
格
を
見
直
す
制
度
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
償
却
資
産
に
つ
い
て
は
、毎
年
1
月
1
日
現
在
の
状
況
を
1
月
31
日
ま
で
に
申
告
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。こ
れ
に
基
づ
き
、毎
年
評
価
し
、そ
の
価
格
を
決
定
し
ま
す
。

　
空
き
家・
空
き
地
を
放
置
す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
る
問
題
は
、所
有
者
個
人
の
お
金

や
資
産
に
関
わ
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、相
続
等
を
通
じ
て
ご
家
族
全
体
に
関
わ
る
こ

と
で
あ
り
、更
に
は
防
災・防
犯・景
観
等
の
観
点
か
ら
地
域
全
体
に
も
関
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
白
馬
村
で
は
、空
き
家・
空
き
地
を
白
馬
村
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
に
お
つ

な
ぎ
す
る「
空
き
家・空
き
地
バ
ン
ク
」や「
さ
か
さ
ま
バ
ン
ク
」の
制
度
を
用
意
し
て
い

る
ほ
か
、今
年
1
月
に
は「
白
馬
村
空
家
等
の
適
正
な
管
理
及
び
活
用
の
促
進
に
関
す

る
条
例
」を
定
め
、空
家
等
の
有
効
活
用
に
よ
る
地
域
の
活
力
向
上
に
一
層
の
取
組
み

強
化
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
回
、県
派
遣
の
専
門
家
に
個
別
相
談
で
き
る
場
を
用
意
し
ま
し
た
。些
細
な
こ
と

で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、是
非
こ
の
機
会
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
日
時

　
8
月
25
日（
火
曜
日
）　
13
時
30
分
か
ら
15
時
30
分

○
場
所

　
白
馬
村
役
場
　
2
0
1
会
議
室

　
※
会
場
に
出
向
く
の
が
難
し
い
場
合
、電
話
越
し
で
実
施
す
る
こ
と
も
可
能
で
す

○
相
談
可
能
な
専
門
家・内
容（
例
）

・司
法
書
士
会
　
帶
金
康
祐
様�

：�

相
続
、名
義
変
更
の
こ
と

・宅
建
協
会
　
上
條
泰
様�

：�

売
却・賃
貸
、リ
フ
ォ
ー
ム
の
こ
と

・解
体
工
事
業
協
会
　
花
村
珍
洙
様�

：�

解
体
費
用
、荷
物
の
片
づ
け
の
こ
と

・白
馬
村
役
場�

担
当
者�

：�

村
の
制
度
の
こ
と

※
こ
こ
に
記
載
の
な
い
内
容
で
も
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

○
事
前
予
約

　
８
月
14
日（
金
曜
日
）ま
で
に
、白
馬
村
役
場
総
務
課
ま
で
お
電
話
に
て
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。窓
口
や
郵
送
、F
A
X
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
の
予
約
も
可
能
で
す
。詳
し
く

は
白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

はくば7月.indd   9はくば7月.indd   9 2026-07-10   11:462026-07-10   11:46
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村
民
登
山
を
開
催
し
ま
す

白
馬
村
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
を

開
催
し
ま
し
た

お問合せ　生涯学習スポーツ課　電話：0261-85-0726

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

　
多
く
の
村
民
の
皆
様
に
地
域
の
貴
重
な
山
岳

文
化
に
触
れ
て
い
た
だ
き
、登
山
や
山
岳
に
関

す
る
知
識
・
経
験
を
深
め
る
こ
と
で
、次
世
代
に

受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、来
村
す
る
お
客
様
に
正

し
い
情
報
を
お
伝
え
で
き
る
人
材
育
成
を
目
指

し
ま
す
。ま
た
、自
身
の
健
康
づ
く
り
、参
加
者

同
士
の
交
流
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
今
年
も

村
民
登
山
を
開
催
し
ま
す
。皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、中
学
生
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、今
年

度
の
コ
ー
ス
は
歩
行
距
離
・
行
動
時
間
と
も
に

長
い
た
め
、健
脚
向
け
コ
ー
ス
と
な
り
ま
す
。

■
主
催
等

　
主
催
：
一
般
財
団
法
人
白
馬
村
振
興
公
社　

　
共
催
：
白
馬
村
公
民
館
、白
馬
山
案
内
人
組
合

■
日
程

　

�

8
月
２
日（
日
曜
日
）か
ら
8
月
３
日（
月
曜

日
）

■
行
程

１
日
目

　

�（
５
時
30
分
）白
馬
村
役
場（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
）

～
栂
池
ゴ
ン
ド
ラ
・
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
〜
栂
池

自
然
園
～
白
馬
大
池
～
小
蓮
華
山
〜
白
馬
岳

～
頂
上
宿
舎（
泊
）（
16
時
頃
）

２
日
目

　

�（
６
時
）頂
上
宿
舎
〜
白
馬
岳
～
小
蓮
華
山
〜

白
馬
大
池
〜
蓮
華
温
泉（
入
浴
）〜（
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
）白
馬
村
役
場（
16
時
30
分
頃
）

※�

天
候
等
に
よ
り
行
程
や
ル
ー
ト
の
変
更
が
あ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
参
加
費

　
大　
人
：
１
万
7
千
円

　
中
学
生
：
６
千
円

　
※�

山
岳
保
険
、ガ
イ
ド
料
金
、宿
泊
料
金
、ゴ

ン
ド
ラ
等
の
料
金
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
募
集
定
員

　
定
員
：
20
名

　
※�
定
員
に
達
し
次
第
、締
切
と
な
り
ま
す
。

■
参
加
申
込

　
７
月
23
日（
木
曜
日
）ま
で
に
白
馬
村
振
興
公

社
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
白
馬
村
振
興
公
社
事
務
所　

　
電
話
：
0
2
6
1-

7
5-

3
7
8
8

　

６
月
７
日（
日
曜
日
）に
松
川
ヘ
リ
ポ
ー
ト
で
消
防

の
ポ
ン
プ
操
法
の
技
術
を
競
う
白
馬
村
消
防
ポ
ン
プ

操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
各
分
団
が
長

期
間
に
わ
た
る
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第1部 
ポンプ車操法の部
優勝　南部分団
2位　中部分団

第2部
小型ポンプ操法の部

優勝　南部分団
２位　中部分団
３位　北部分団

放水競技の部
優勝　中部分団

   ２位　南部分団A
   ３位　北部分団B
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白
馬
村
の
ナ
ラ
枯
れ
被
害
対
策

お問合せ　白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766

○
ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
状
況

　

白
馬
村
で
は
平
成
21
年
頃
に
和
田
野
地
区
や
ど
ん
ぐ

り
地
区
に
お
い
て
ナ
ラ
枯
れ
が
発
生
し
、行
政
や
地
域
の

方
々
で
防
除
処
理
を
行
い
ま
し
た
。一
旦
は
落
ち
着
い

た
も
の
の
、令
和
2
年
頃
か
ら
ど
ん
ぐ
り
地
区
、岩
岳
、新

田
地
区
で
再
び
発
生
し
、昨
年
度
は
八
方
地
区
や
み
そ
ら

野
地
区
な
ど
で
も
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
ナ
ラ
枯
れ
の
原
因

　
ナ
ラ
菌
を
持
っ
た
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ（
在
来
種
）

が
、ナ
ラ
類
に
大
量
に
穿
孔
し
、樹
体
内
で
ナ
ラ
菌
が
蔓

延
す
る
こ
と
で
、通
水
が
阻
害
さ
れ
、ナ
ラ
枯
れ
が
引
き

起
こ
さ
れ
ま
す
。

○ 

ナ
ラ
枯
れ
の
被
害
を
受
け
る
樹
種

　
ミ
ズ
ナ
ラ
、コ
ナ
ラ
、カ
シ
ワ
、ク
ヌ
ギ
、ク
リ
な
ど
。

○
ナ
ラ
枯
れ
の
特
徴

・�

紅
葉
の
時
期
で
は
な
い
真
夏
か
ら
晩
夏
に
か
け
て
急
に

葉
が
し
お
れ
は
じ
め
、茶
色
や
赤
茶
色
に
枯
れ
る
。

・�

幹
に
は
根
元
か
ら
５
m
ぐ
ら
い
の
高
さ
ま
で
、カ
シ
ノ

ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
が
穿
入
し
た
直
径
２
㎜
ほ
ど
の
穴
が

た
く
さ
ん
開
い
て
い
る
。

・�

穴
か
ら
は
大
量
の「
フ
ラ
ス（
粉
状
の
木
く
ず
と
虫
の
排

泄
物
が
混
じ
っ
た
も
の
）」が
出
て
、根
元
や
樹
皮
に
堆

積
し
て
い
る
。

〇
令
和
7
年
度
白
馬
村
ナ
ラ
枯
れ
現
地
検
証
及
び
対

策
会
議
で
の
確
認
要
旨（
抜
粋
）

1
．�行
政
が
中
心
と
な
り
ナ
ラ
枯
れ
処
理
を
し
て
き
た
が
、

公
費
を
投
入
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
。

2
．�被
害
が
全
村
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
た
め
、今
後
、伐

倒
く
ん
蒸
処
理
は
効
果
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

伐
採
玉
切
り
処
理
に
移
行
す
る
こ
と
。

3
．�真
に
守
り
た
い
ナ
ラ
に
適
切
な
時
期
に
樹
幹
注
入

を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。た
だ
し
、樹
幹
注
入

し
た
ナ
ラ
も
状
況
に
よ
っ
て
枯
れ
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
る
こ
と
も
念
頭
に
お
く
必
要
が
あ
る
。

4
．�被
害
木
を
薪
と
し
て
利
用
す
る
場
合
は
年
内
に
薪

割
り
を
行
い
、村
内
で
消
費
す
る
こ
と
。

5
．�過
去
に
白
馬
村
と
同
様
の
ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
あ
っ

た
栄
村
で
は
自
然
的
に
終
息
し
、村
で
は
特
に
大
き

な
対
策
を
し
な
か
っ
た
こ
と
。

6
．�ナ
ラ
枯
れ
被
害
が
大
き
か
っ
た
、ど
ん
ぐ
り
地
区
展

望
台
付
近
の
ナ
ラ
の
植
生
が
回
復
し
て
い
る
こ
と
。

○
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
専
門
家
及
び
関
係
者
に
よ
る
対
策
会
議
の
開
催

・
ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
現
地
調
査
実
施

・
住
民
な
ど
に
よ
る
薬
剤
防
除

・�

被
害
拡
大
防
止
の
た
め
の
森
林
整
備（
間
伐
な
ど
）の
実

施
・
被
害
木
の
利
活
用（
ベ
ン
チ
な
ど
の
製
作
）

〇
森
林
管
理
の
基
本
は
所
有
者
で
す

　

森
林
経
営
管
理
法
で
は
森
林
管
理
の
基
本
は
所
有
者

責
任
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。万
が
一
枯
れ
た
木
が
倒
れ

た
り
、落
ち
た
枝
が
当
た
っ
て
第
三
者
に
危
害
を
及
ぼ
し

た
場
合
は
所
有
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
。

　

宅
地
内
や
山
林
内
の
木
は
個
人
財
産
と
な
り
ま
す
の

で
、支
障
木（
病
害
虫
被
害
木
）等
の
伐
採
は
個
人
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
※�

補
助
制
度
あ
り（
た
だ
し
、令
和
8
年
度
当
初
予
算

分
は
受
付
終
了
）

　
※
詳
し
く
は
農
政
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

被害木から出る大量の「フラス」 穿孔痕

カシノナガキクイムシ（幼虫） カシノナガキクイムシ（成虫）と
穿孔痕２つ
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「
白
馬
村
社
会
福
祉
推
進
委
員
会
」の
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す

白
馬
村
で
は
令
和
９
年
度
か

ら
11
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と

す
る
「
高
齢
者
福
祉
計
画
」、「
障

害
福
祉
計
画
」「
障
害
児
福
祉
計

画
」の
策
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
高
齢
者
福
祉
計
画
」
は
、
村

の
高
齢
者
等
を
取
り
巻
く
状
況

や
課
題
を
整
理
し
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
や
介
護
保
険
制
度

の
適
正
な
運
営
に
向
け
て
、
基
本

的
な
政
策
目
標
や
重
点
的
な
取

組
事
項
等
を
定
め
る
も
の
で
す
。

「
障
害
福
祉
計
画
」「
障
害
児

福
祉
計
画
」
は
、
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
つ
い
て
、
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
、
障
が

い
の
あ
る
方
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
た
め
の
目
標
や
施
策
を
検
討

す
る
も
の
で
す
。

こ
の
計
画
の
策
定
に
向
け
必

要
な
事
項
を
検
討
す
る
白
馬
村

社
会
福
祉
推
進
委
員
会
を
組
織

す
る
に
あ
た
り
、
共
に
知
恵
を

出
し
合
っ
て
計
画
づ
く
り
に
参

加
い
た
だ
け
る
公
募
委
員
を
以

下
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【�

応
募
要
領�

】

１
．�

応
募
資
格
　
次
の
（
1
）
か
ら
（
3
）
の
要
件
の
す
べ
て
を

満
た
す
方

　（
1
）�

白
馬
村
に
住
民
票
を
有
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
方
（
令

和
８
年
７
月
１
日
現
在
）

　（
2
）�

白
馬
村
の
他
の
審
議
会
等
の
公
募
に
よ
る
委
員
に
選
任

さ
れ
て
い
な
い
方

　（
3
）�

白
馬
村
の
職
員
及
び
議
会
議
員
で
な
い
方

２
．
応
募
方
法

　（
1
）�

申
込
手
続
　
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

白
馬
村
役
場
健
康
福
祉
課
に
持
参
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ（
７
２

‐
７
０
０
１
）
又
は
電
子
メ
ー
ル
（hukushi@

vill.
hakuba.lg.jp

）
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　（
2
）�

提
出
期
限
　
８
月
20
日
（
木
曜
日
）
必
着

　
　
　���

持
参
す
る
場
合
は
、
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
17
時

15
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。

３
．�
応
募
申
込
書
の
入
手
方
法

　
　�
白
馬
村
役
場
健
康
福
祉
課
窓
口
で
入
手
す
る
か
、
白
馬
村
行

政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

（
7
月
中
旬
掲
載
予
定
）

４
．
選
考
方
法

　
　�

白
馬
村
審
議
会
等
の
委
員
公
募
要
綱
第
７
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
選
考
委
員
会
を
設
置
し
て
選
考
し
ま
す
。

５
．
選
考
結
果
の
通
知

　
　�

選
考
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
９
月
初
旬
に
各
応
募
者
に
郵
送

に
よ
り
通
知
し
ま
す
。

   お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713

【 募集の概要 】
１．募集人員　　２名程度（高齢者福祉計画１名・障害福祉計画・障害児福祉計画１名）
２．任　　期　　委嘱日から３年間（令和8年9月から令和11年9月予定）
３．開催回数　　今年度は３回程度を予定
４．報　　酬　　会議に出席された場合には、村が定める報酬額をお支払いします
５．そ の 他　　会議は平日に開催し、１回につき２時間程度を予定

白馬村制施行70周年記念　令和８年度白馬村敬老会を開催します
日　時　９月４日（金曜日）　９時30分から（９時受付）正午まで
場　所　協和ウイング白馬　　歌謡ショーを開催予定
村内在住の70歳以上(令和8年度中に70歳に達する方を含む)の方に８月初旬ごろ
参加確認のはがきをお送りします。大勢の方のご参加をお待ちしています。

白馬村制施行70周年記念　令和８年度敬老会開催のお知らせ
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食
育
は
く
ば

白
馬
村
の
広
報
に
、

あ
な
た
の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

今
回
の
テ
ー
マ：

つ
く
っ
て
み
よ
う
郷
土
食「
そ
ば
薄
焼
き
」

　
夏
で
も
気
温
が
比
較
的
低
く
ひ
ん
や
り
と

涼
し
い
気
候
で
、お
い
し
い
水
が
流
れ
る
白
馬

村
は
、そ
ば
の
産
地
で
す
。信
州
各
地
で
は
、簡

単
に
で
き
る
そ
ば
料
理
が
伝
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。そ
の
ひ
と
つ
の「
そ
ば
薄
焼
き
」は
、生

地
に
タ
レ
を
ぬ
る
だ
け
の
シ
ン
プ
ル
な
料
理

で
す
。

　
●
材
料（
5
人
分
）

そ
ば
粉
……
…
…
…

…

1
0
0
ｇ

水
……
…
…
…
…
…
4
0
0
ｃｃ

卵
……
…
…
…
…
…
1
個

…

味
噌
…
…
…
…
5
0
0
ｇ

…

み
り
ん
…
…
…
2
0
0
ｃｃ

A…

酒
…
…
…
…
…
2
0
0
ｃｃ

…

砂
糖
…
…
…
…
大
さ
じ
6

…

あ
さ
つ
き
…
…
適
宜

　
●
作
り
方

①�

卵
を
と
い
て
水
と
合
わ
せ
、

　
そ
ば
粉
を
入
れ
て
混
ぜ
ま
す
。

②�

う
す
く
の
ば
し
て
焼
き
ま
す
。

③�

A
を
合
わ
せ
た
味
噌
を

　
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
は
、そ
ば
と
い
え
ば
細
長
く
切
っ
て
い
た

だ
く「
そ
ば
切
り
」が
主
流
で
ご
ち
そ
う
と
い

え
ま
す
が
、今
回
ご
紹
介
し
た「
そ
ば
薄
焼
き
」

は
、忙
し
い
日
々
の
合
間
に
簡
単
に
作
れ
て
身

体
に
も
い
い
お
や
つ
で
す
。簡
単
そ
ば
料
理
、

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

   お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713

   お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

   お問合せ　北アルプス医療センター
あづみ病院認知症疾患医療センター
電話：0261-62-3166（病院代表）

※：クレジットカード決済には、別途税額に応じた手数料がかかります。

村
税・料
金
の

お
支
払
い
期
限

   お問合せ　白馬村役場　税務課　電話：0261-85-0712　　上下水道課　電話：0261-85-0714

7月納期の
村税及び
料金

納期限 口座
振替日

納付方法・納付場所

現金払い
（金融機関及び役

場会計室）

現金払い
（コンビニエンス

ストア）
口座振替 クレジット

カード決済※
スマートフォン
決済アプリ

固定資産税
第２期分 7月31日

（金曜日） 7月27日
（月曜日） ○ ○ ○

○ ○国民健康保険税
第２期分
上下水道料
7月請求分

7月27日
（月曜日） ― ―

　
村
で
は
現
在
、「
白
馬
村
広
報
戦
略
」の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。こ
の
戦
略
は
、村
か
ら
の
情
報
が
皆
さ
ん
に
確
実

に
届
き
、必
要
な
と
き
に
行
動
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
策
定
に
あ
た
り
、普
段
の
情
報
収
集
の
方
法
や
、広
報
は

く
ば・公
式
L
I
N
E・行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
へ

の
ご
意
見・ご
要
望
を
伺
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

ご
回
答
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
お
答
え
い
た
だ
け
ま
す
。所
要

時
間
は
約
5
分
で
す
。

■
回
答
方
法

　
下
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、オ
ン
ラ
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
か
ら
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、郵
送
で
ア
ン
ケ
ー
ト
が
届
い
た
方
は
、同
封
の
返
信
用
封
筒
ま
た
は
ア
ン
ケ
ー

ト
に
添
付
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

■
回
答
期
限
　
8
月
31
日（
月
曜
日
）

■
対
象
　
白
馬
村
に
お
住
ま
い
の
す
べ
て
の
方

認
知
症
を
学
ぶ
講
演
会
の
お
知
ら
せ

脳
の
若
さ
は「
お
腹
」か
ら
！
認
知
症
予
防
に
役
立
つ
腸
活
の
知
恵

～
腸
脳
相
関
の
仕
組
み
と
食
事
法
～

日
時：8
月
22
日（
土
曜
日
）

時
間：10
時
か
ら
11
時
30
分（
開
場
９
時
30
分
か
ら
）

会
場：池
田
町
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

講
師：北
ア
ル
プ
ス
医
療
セ
ン
タ
ー
あ
づ
み
病
院

　
　�

副
院
長
兼
消
化
器
内
科
部
長
兼
内
視
鏡
院
長

　
　�

木
村
崇
先
生

是
非
皆
さ
ん
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。申
込
不
要・入
場
無
料
で
す
。
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北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す

令
和
９
年
４
月
採
用
募
集

▽
職
種
　
消
防
職
員（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

　
※�

採
用
後
、長
野
県
消
防
学
校
に
入
校
し
、消
防
官
と
し
て

の
初
任
科
教
育
を
修
了
し
た
後
、北
ア
ル
プ
ス
広
域
消

防
本
部
ま
た
は
大
町
消
防
署
、北
部
消
防
署
、南
部
消
防

署
の
い
ず
れ
か
に
勤
務
と
な
り
ま
す
。

▽�

採
用
人
員
　
若
干
名

▽�

受
験
資
格
　

　
消
防
職
員
　�

平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
21
年
４
月
１

日
に
生
ま
れ
た
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力

が
あ
る
方
で
、採
用
後
に
北
ア
ル
プ
ス
広
域

連
合
関
係
市
町
村（
大
町
市
、池
田
町
、松
川

村
、白
馬
村
、小
谷
村
）に
居
住
で
き
る
人�

▽�

試
験
日
　
第
一
次
試
験
　
９
月
20
日（
日
曜
日
）／

　
　
　
　
　
第
二
次
試
験
　
10
月
下
旬

▽�

受
験
申
込
受
付
期
間
　
7
月
22
日（
水
曜
日
）か
ら
８
月
10

日（
月
曜
日
）ま
で
　
※
土・日・祝
日
を
除
く

　
郵
送
の
場
合
は
８
月
10
日（
月
曜
日
）消
印
有
効

▽�

受
付
場
所
　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
　
総
務
課
庶
務
係

　�

募
集
要
領
、提
出
書
類
は
、北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

経
験
者（
随
時
採
用
）募
集

▽
職
種
　
消
防
職
員

▽
採
用
人
員
　
若
干
名

▽�

受
験
資
格
　
申
込
日
現
在
、40
歳
未
満
で
、消
防
職
員
と

し
て
職
歴
が
３
年
以
上
あ
る
人
。

　�

申
込
日
現
在
、30
歳
未
満
で
、救
急
救
命
士
と
し
て
職
歴

２
年
以
上
あ
る
人
。

　
※�

長
野
県
内
の
消
防
本
部
の
職
務
経
験
が
あ
る
方
は
、申

込
時
に
退
職
し
て
い
る
こ
と
。

　
※�

採
用
後
に
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
関
係
市
町
村（
大
町

市
、池
田
町
、松
川
村
、白
馬
村
、小
谷
村
）に
居
住
で
き

る
人�

▽
試
験
日
　
選
考
試
験

▽
受
験
申
込
　
随
時
募
集

　
※�

採
用
予
定
人
員
に
達
し
た
時
点
で
採
用
試
験
を
中
止

又
は
一
時
中
断
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
受
付
場
所
　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
　
総
務
課
庶
務
係

　
※�
詳
し
い
募
集
要
領
、提
出
書
類
は
、北
ア
ル
プ
ス
広
域

連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

採
用
　
採
用
予
定
日
は
、合
格
通
知
後
か
ら
令
和
９
年
４

月
１
日
ま
で
の
間
と
し
、採
用
予
定
者
と
調
整
し
決
定
し

ま
す
。

入札日 令和8年5月25日
工事名 道路メンテナンス補助橋梁点検業務
工事箇所 森上跨線橋
落札者 東日本旅客鉄道株式会社
落札決定額 7,509,000円

入札者 東日本旅客鉄道株式会社

入札日 令和8年6月12日

業務名 令和8年度　白馬村
地域防災計画策定業務

施行箇所 白馬村役場
落札者 株式会社エイト日本技術開発　長野営業所
予定価格 7,480,000円
落札決定額 5,995,000円

入札者

株式会社アンド―　大町営業所（辞退）
株式会社パスコ　長野支店（辞退）
株式会社みすず綜合コンサルタント　松本営業所（辞退）
国際航業株式会社　長野営業所（辞退）
アジア航測株式会社　長野営業所

入札日 令和8年5月19日

業務名 令和7年度　白馬村避難所環境改善
事業（パーテーションテント購入業務）

施行箇所 白馬村役場
落札者 株式会社北信ポンプ　長野営業所　
予定価格 11,880,000円
落札決定額 8,811,000円

入札者

CSK総合防災株式会社（辞退）
有限会社松本中信防災（辞退）
コバボーシステム株式会社（辞退）
有限会社デンダ
株式会社信防エディックス（辞退）

入札日 令和8年5月19日

業務名 令和7年度　白馬村避難所環境
改善事業（ベッド類購入業務）

施行箇所 白馬村役場
落札者 有限会社デンダ
予定価格 20,542,500円
落札決定額 20,295,000円

入札者

CSK総合防災株式会社（辞退）
有限会社松本中信防災（辞退）
コバボーシステム株式会社（辞退）
株式会社北信ポンプ　長野営業所
株式会社信防エディックス（辞退）

入札結果

お問合せ　北アルプス広域消防本部　総務課庶務係　電話：0261-22-0688

詳
し
く
は
、北
ア
ル
プ
ス
広

域
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、お

近
く
の
消
防
署
ま
で
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、北
ア
ル
プ
ス
広

域
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、お

近
く
の
消
防
署
ま
で
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【令和９年４月採用】

【随時採用】
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HAKUBA H.S.  

Report Channel 

白馬高校レポートチャンネル 

中庭にて外来種撤去作業 

１年 親海湿原に行きました 

 

白馬農場様からブルーベリーの苗を頂く

 

留学生に話しかける２年生 

冠中学校と交流する 2 年生 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◆米テキサス大学の学生と英語 BINGO・白馬中学生と外来種駆除・バドミントン部・山岳部 

■【1 年生】 白馬高校オリジナルの北アルプス学の授業で、親海湿原を観察しました。白馬村役場で環境保全に尽力され

ている白濱さん、信州大学大学院で親海湿原を研究されている丸山さんに現地を案内していただきながら、広大な湿原と

そこに生息する植物や水コケ等について勉強しました。「山は木一本で成り立っていない。各々の役割を果たしながら森全

体で支え合っている」という話に感動しながら歩き続け、姫川の源流スポットも見学。貴重な経験を次に活かします。 

■【2 年生】 中間考査直前まで教科書や授業プリントを見返し、勉強意欲が高まっています。観光実務の授業では、10 月

末に保護者や地域の方をガイドする観光地を決めました。今年は軽井沢と金沢の日帰りツアーを企画中。冠中学校との交

流では、グループごとに高槻市と白馬村のそれぞれの良いところを出し合い、自分から離れて、立場の違う人（外国人・子育

て世代・お年寄り・若者）から見た「理想の町」を考えて発表しました。 

■【3 年生】文化祭に向けての生徒総会が生徒会メンバーを中心で行われました。ハリーポッターをテーマにした「組分け

帽子」で各学年の寮が決定。アウトドアスポーツの授業は青木湖で SUP、野外活動の授業では学校の庭に夏野菜、花壇に花

の苗を植え、釣り用の竿に使う竹を山に切りに行きました。探究の授業ではそれぞれのグループが年間計画を作り、地域の

方に協力いただきながら材料を調達して試作作り、インタビューや資料探し等を進めています。英検、TOEFL,ビジネス検

定に挑戦する生徒も増え、進路実現のため各々が教員にアポイントを取り面接練習を始めています。 

3 年 青木湖での SUP 実習 

桜美林大学に留学している米テキサス大学の学生が来校。3 年生の有志が企画した 30 分間の英語 BINGO（自由参

加）は大盛り上がり。BINGO でもらえるお菓子を大事そうに持つ留学生と、臆することなく積極的に英語で話しかけた 1

年生が印象的でした。■先日の学校一般公開で来てくれた白馬中の生徒さんの発案で、高校生の有志と合同で学校の中

庭に生えてしまっていた外来種「ハルザキヤマガラシ」の撤去が行われました。外来種について、どうして撤去が必要なの

か等詳しく説明していただきました。■中信総体ではバドミントン部の団体ベスト８、シングルスはベスト３２。 

山岳部は 6/４－６で気象(天気図) 知識・医療・炊事等の審査を含む登山競技大会に出場しました。 

令令和和８８年年６６月月 11５５日日（（第第２２００００号号））  

発発行行：：白白馬馬高高校校  教教務務係係  

  TTEELL  00226611((7722))22003344  

  

 ◆1 年生、親
お

海
よみ

湿原を見学 ・2 年生、修学旅行で白馬に来た冠中（大阪・高槻）と交流 
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4
月
24
日（
金
曜
日
）に
理
学
博
士
の
太
田

勝
一
先
生（
白
馬
村
文
化
財
審
議
員
）に
よ
り
、

北
ア
ル
プ
ス
の
成
り
立
ち
と
大
北
地
域
の
地

震
を
テ
ー
マ
に
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
北

ア
ル
プ
ス
の
3
0
0
0
m
級
の
美
し
い
山
並

み
は
、
私
達
に
多
く
の
自
然
の
恵
み
を
も
た

ら
し
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
北
ア
ル
プ

ス
は
ど
の
よ
う
に
し
て
現
在
の
姿
に
な
っ
た

の
か
、
ま
た
、
北
ア
ル
プ
ス
の
東
側
の
盆
地

で
は
地
震
が
多
く
発
生
し
、
12
年
前
に
神
城

断
層
地
震
で
大
き
な
被
害
が
出
た
理
由
を
地

質
学
的
に
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
5
月
9

日（
土
曜
日
）に
予
定
し
て
い
た
現
地
学
習
会

は
残
念
な
が
ら
雨
天
に
よ
り
中
止
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
6
月
の
石
こ
ろ
観
察
会

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

6
月
14
日（
日
曜
日
）に
石
こ
ろ
観
察
会
を
、

小
学
生
の
親
子
を
対
象
に
開
催
し
ま
し
た
。

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
白
馬
村

の
地
面
の
下
は
と
て
も
複
雑
で
、
河
原
の
石

こ
ろ
も
川
ご
と
に
種
類
が
異
な
り
ま
す
。
参

加
者
は
お
も
に
平
川
か
ら
流
れ
出
た
河
原
の

石
こ
ろ
を
観
察
し
、
火
成
岩
で
あ
る
流
紋
岩
、

花
崗
岩
、
蛇
紋
岩
等
、
変
成
岩
で
あ
る
結
晶

片
岩
等
の
全
9
種
類
の
岩
石
の
標
本
セ
ッ
ト

を
作
成
し
て
、
北
ア
ル
プ
ス
の
成
り
立
ち
を

学
び
ま
し
た
。

5
月
20
日（
水
曜
日
）に
は
、

N
H
K
文
化
セ
ン
タ
ー
で
も

講
師
を
務
め
る
小
熊
リ
リ
先
生

に
よ
る「
は
じ
め
て
さ
ん
の
！

俳
句
教
室
」が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
俳
句
教
室
は
、
全
5
回
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
日
常
の
何

気
な
い
暮
ら
し
と
季
語
を
取
り

合
わ
せ
、五・七・五
に
表
現
し
、

初
心
者
の
方
に
も
わ
か
り
や
す

い
解
説
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
講

義
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
完

成
し
た
作
品
は
白
馬
村
文
化
祭

へ
出
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

5
月
27
日（
水
曜
日
）

に
は
運
動
不
足
を
感
じ

て
い
る
方
や
、
み
ん
な

で
楽
し
く
身
体
を
動
か

し
た
い
方
を
対
象
に
、

前
田
千
恵
講
師
に
よ
る

筋
ト
レ
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
教
室（
全
10
回
）
を

開
催
し
ま
し
た
。

軽
度
の
筋
ト
レ
で
体

幹
の
強
化
と
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
で
脂
肪
を
燃

焼
さ
せ
、
疲
れ
に
く
い

身
体
作
り
を
目
指
し
ま

す
。
初
回
は
雨
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
最
後

ま
で
雨
に
降
ら
れ
ず
、

白
馬
の
大
自
然
を
感
じ

な
が
ら
外
歩
き
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

はくば塾「北アルプスの成り立ちと大北地域の地震・
河原の石ころ観察会」

ふれあい教室「はじめてさんの！俳句」

ふれあい教室「筋トレ＆ウォーキング」

今年度、初めて開講する講座・教室を紹介します。

6
月
16
日（
火
曜
日
）

に
白
馬
小
谷
研
究
社
の
田

中
元
二
先
生
を
講
師
に
、

白
馬
村
公
民
館
講
座
は

く
ば
塾
歴
史
紀
行「
仁
科

三
十
三
番
札
所�

巡
礼
1
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

巡
礼
で
は
四
国
の
お
遍

路
が
有
名
で
す
が
、
江
戸

時
代
に
庶
民
が
身
近
に

お
参
り
が
で
き
る
よ
う
に

と
作
ら
れ
た
の
が
、
今
回

の
仁
科
三
十
三
番
札
所
で

す
。本
講
座
は
全
2
回
で
、

こ
の
日
は
第
1
回
目
で
大

町
市
内
の
16
箇
所
の
札
所

を
回
っ
て
お
経
を
あ
げ
、

歴
史
や
見
ど
こ
ろ
、
地
域

に
受
け
継
が
れ
て
き
た
信

仰
や
文
化
に
つ
い
て
、
分

か
り
や
す
く
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

【公民館講座】歴史紀行「仁科三十三番札所 巡礼1」を開催しました

1
館報はくば　Vol.536
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第12回はつゆきコンサート出演者募集

「白馬と松竹映画」　　　　（文：木曽寿紀）

白
馬
で
最
古
の
映
像
作
品
と
い
え
ば
な
に
が
思
い
浮
か
ぶ
で
し
ょ

う
。
管
見
の
限
り
昭
和
十
七
年
に
白
馬
で
撮
影
さ
れ
、
封
切
り
さ
れ

た
松
竹
映
画『
高
原
の
月
』（
佐
々
木
啓
祐
監
督
作
／
高
峰
美
枝
子
主

演
）
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
ま
と
な
っ
て
は
消
え
て
し
ま
っ
た

白
馬
の
風
景
を
多
く
作
品
を
通
じ
て
現
代
に
届
け
て
く
れ
る
幻
の
作

品
で
す
。
こ
れ
が
今
の
と
こ
ろ
白
馬
で
撮
ら
れ
た
最
も
古
い
映
像
と

な
っ
て
お
り
、
読
ま
れ
て
い
る
方
の
な
か
に
映
画
館
で
直
接
に
ご
覧

に
な
っ
た
方
は
流
石
に
も
う
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ア
ル
プ
ス
山
脈
の
山
々
を
見
渡
せ
る
山
あ
い
に
住
む
一
見
頑
固
そ

う
な
老
人
の
下
に
、
小
学
生
の
孫
が
突
然
訪
ね
て
き
ま
す
。
聞
け

ば
戦
争
が
は
じ
ま
り
父
親
を
残
し
て
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
船
で
日
本
に

帰
っ
て
く
る
途
上
、
船
中
で
母
親
を
亡
く
し
、
年
上
の
姉
は
師
範
学

校
に
在
学
中
で
、
祖
父
の
下
に
預
け
る
た
め
、
山
深
い
な
か
二
人
し

て
訪
ね
て
く
る
と
い
っ
た
物
語
の
導
入
部
は
知
ら
な
け
れ
ば
、
戦

時
下
の
作
品
と
は
と
て
も
思
え
な
い
よ
う
な
温
か
み
の
あ
る
構
成

で
、
反
戦
的
意
味
合
い
が
劇
中
に
は
込
め
ら
れ
て
い
た
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
祖
父
と
夜
を
過
ご
す
孫
は
、
聞
き
な
れ
な
い
梟
の
鳴
き

声
に
狼
狽
え
、
昔
は
家
の
周
り
に
熊
が
よ
く
出
た
と
い
う
話
に
目
を

丸
く
し
、
そ
う
か
と
思
え
ば
帰
国
の
手
土
産
に
持
ち
帰
っ
た
貝
殻
な

ど
を
得
意
げ
に
み
せ
る
の
で
す
が
、
そ
の
う
ち
母
の
死
を
思
い
出
し

咽
び
泣
く
場
面
に
思
わ
ず
心
打
た
れ
ま
す
。
祖
父
の
下
で
過
ご
す
う

ち
に
、
環
境
に
も
慣
れ
麓
の
学
校
へ
通
う
よ
う
に
な
る
と
友
達
も
で

き
、
こ
の
場
所
が
好
き
に
な
り
ま
す
。
ま
た
孫
と
過
ご
す
う
ち
自

然
、
気
難
し
く
思
わ
れ
た
祖
父
自
身
も
丸
み
を
帯
び
て
い
く
と
い
っ

た
、
決
し
て
劇
的
で
は
な
い
な
か
に
、
観
て
い
る
者
に
穏
や
か
さ
を

齎
す
一
作
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
十
七
年
当
時
に
こ
の
作
品
を
観

た
人
々
に
も
現
代
の
人
々
が
抱
く
の
と
同
じ
感
慨
を
覚
え
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
劇
中
の
景
色
を
多
く
彩
る
の
は
往
時
の
白
馬
で
、

村
誌
の
写
真
編
に
は
こ
の
時
来
村
し
た
撮
影
ク
ル
ー
の
集
合
写
真
が

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
白
馬
の
住
民
と
し
て
は
、
何
気
な
く
映
る

風
景
に
思
わ
ず「
ハ
ッ
」
と
す
る
で
し
ょ
う
。
来
年
は
映
画
公
開
か

ら
八
十
五
年
で
す
。
白
馬
と
映
画
は
ロ
ケ
地
も
そ
う
で
す
し
、
か
つ

て
開
催
し
て
い
た
映
画
祭

と
い
っ
た
よ
う
に
折
に
触

れ
て
縁
深
い
土
地
で
す
が
、

そ
の
嚆
矢
と
も
い
え
る
こ

の
作
品
を
一
度
白
馬
の
大

ス
ク
リ
ー
ン
で
観
て
み
た

い
も
の
で
す
。

2
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■
開
催
日
時
：
令
和
8
年
12
月
5
日
（
土
曜
日
）　
午
後
2
時
開
演
予
定

■
会
　
　
場
：
協
和
ウ
イ
ン
グ
白
馬
文
化
ホ
ー
ル
（
ウ
イ
ン
グ
21
）

■
募
集
内
容

　
◇
演
者
の
条
件

　
・�

白
馬
村
ま
た
は
近
隣
地
域
出
身
・
在
住
も
し
く
は
ゆ
か
り
の
あ
る
方
。

　
・�

地
域
の
文
化
振
興
に
貢
献
す
る
意
欲
が
あ
る
方
。

　
・�

中
学
生
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
◇
演
奏
の
条
件

　
・�

ピ
ア
ノ
・
器
楽
・
声
楽
（
音
響
機
器
並
び
に
電
子
機
器
を
使
用
し
な
い
こ
と
）

　
・�
個
人
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　
・�
1
ス
テ
ー
ジ
20
分
以
内

■
注
意
事
項

　
・�

ピ
ア
ノ
1
台
以
外
の
演
奏
に
必
要
な
楽
器
及
び
伴
奏
者
・
譜
め
く
り
の
方
等

は
必
要
に
応
じ
て
演
奏
者
に
て
手
配
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
・
参
加
に
必
要
な
費
用
は
出
演
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
・�

広
報
活
動
、
チ
ケ
ッ
ト
の
印
刷
・
販
売
は
主
催
者
側
で
行
い
ま
す
。
出
演
者

に
は
招
待
券
10
枚
を
進
呈
し
ま
す
。（
当
日
入
場
料
は
5
0
0
円
を
予
定
）

■
募
集
期
間

　
令
和
8
年
9
月
1
日
（
火
曜
日
）
ま
で

■
応
募
方
法

　�

白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
添
付
さ
れ
て
い
る
「
は
つ
ゆ
き
コ
ン
サ
ー

ト
出
演
申
込
書
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
記
入
の
う
え
窓
口
持
参
、
郵
送
、

F
A
X
、
電
子
メ
ー
ル
、
二
次
元
コ
ー
ド
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
結
果

　
・�

9
月
中
旬
頃
ま
で
に
連
絡
を
差
し
あ
げ
ま
す
。

　
・�

応
募
多
数
の
場
合
は
、
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

■
申
込
先
・
問
合
せ
先

　
〒
3
9
9
‐
9
3
9
3

　
長
野
県
北
安
曇
郡
白
馬
村
大
字
北
城
7
0
2
5

　
白
馬
村
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
内

　
白
馬
ウ
イ
ン
グ
21
ホ
ー
ル
友
の
会
事
務
局

　
T
E
L
：
0
2
6
1
‐
８
５
‐
0
7
2
6

　
F
A
X
：
0
2
6
1
‐
８
５
‐
0
7
2
3

　E-m
ail

：gakushu@
vill.hakuba.lg.jp

「
は
つ
ゆ
き
コ
ン
サ
ー

ト
」は
、
各
地
で
活
躍
す

る
白
馬
ゆ
か
り
の
有
志

演
奏
家
た
ち
が
、
年
に

一
度
白
馬
に
集
い
、
地

域
の
み
な
さ
ま
に
演
奏

を
お
届
け
す
る
機
会
を

設
け
よ
う
と
の
想
い
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
で
第
12
回
を

迎
え
ま
す
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
、
演
奏
家
の
豊
か
な
才

能
を
村
内
に
広
く
紹
介

し
、
来
場
さ
れ
た
皆
さ
ま

に
は
音
楽
を
ゆ
っ
た
り

と
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
、
音
楽
を
通

じ
て
人
々
が
つ
な
が
り
、

地
域
の
中
に
あ
る
さ
ま

ざ
ま
な
つ
な
が
り
が
少

し
ず
つ
広
が
り
深
ま
っ

て
い
く
こ
と
、
そ
し
て

白
馬
村
の
芸
術
文
化
の

さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な

が
る
こ
と
を
願
っ
て
開

催
し
て
い
ま
す
。

白
馬
を
愛
し
、
音
楽

で
地
域
に
貢
献
し
た
い

と
願
う
演
奏
家
の
み
な

さ
ま
の
ご
出
演
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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図書館だより
No.295

令和8年7月
白馬村図書館
TEL（72）-5200

図書館の
おやすみ

図書館の
開館時間

・月曜日　祝日
・毎　月　最終金曜日（館内整理休館日）
　　　　　→祝日と重なる場合、休館日が変更となります。
・その他　やむを得ず、臨時休館・臨時閉館する場合があります。

午前9時から午後6時まで

書名 著者名 出版社

魔法のおいしいおうち実験教室楽しくあそんで理系力が育つ! まえママ／著 日本文芸社
動物探偵ミア15　ぴよぴよパニック! ダイアナ・キンプトン／作・ 武富博子／訳 ポプラ社
大迫力!新・UMA大百科 朝里樹／監修 西東社
こんなにかわった!やさいくだものむかし・いま  農業・食品産業技術総合研究機構／監修・ほりかわあきな／著 講談社

【児童書・絵本】

書　名 著者名 出版社
君に会えてよかったEverything I Need to Know about Friendship and Love I Learned from a Disney Little Golden Book 講談社／編 講談社
こうやって、スターバックスは人を動かす　スタバ流マネジメント 毛利英昭／著 総合法令出版
どうちがう?無痛分娩と自然分娩　これだけは知っておきたい28のQ&A 早乙女智子／監修・ 大石時子ほか／著 農山漁村文化協会
農家が教えるカメムシの防ぎ方　ここまでわかった!謎生態 農文協／編 農山漁村文化協会
るるぶメジャーリーグベースボール観戦ガイド　現地観戦&MLB入門ガイド JTBパブリッシング
お酢推すレシピVSSで心も体も整う 岩間明子／著 主婦の友社
これからの飲食店集客の教科書お客さまに選ばれる! 白岩大樹・長屋大輔ほか／著 同文舘出版
ファイア・ドームTHE FiRE DOME　上巻・下巻 辻村深月／著 小学館

【一般・郷土】
〇新着案内

『ブティック』
池井戸潤／著 （ダイヤモンド社）
入行3年目、エリート街道を歩んで
いた雨宮秋都は、ある出来事から、
戦力外通告を受けてしまう。理不尽
な仕打ちに、退職を決意した秋都が
見つけた、新たな希望とは…?職場
のリアルな描写に引きつけられ、共
感する人続出の１冊。

雑誌名 特集名 出版社

世界　８月号 平和の決算・半径500メートルの自治 岩波書店
趣味の園芸　７月号 インドアグリーン新時代 日本放送出版協会

【雑誌】

SDGs目標②の「飢餓をゼロに」を
テーマにした絵本。食品ロスや過剰
包装のような身近な問題から、地球
規模の問題まで、「みんなの食とみ
らい」を考えるのに役立ててくださ
い。

ともに７０代の二人が、おおらかに、
自由に、大まじめに語り合った結論
は、「歳をとるって面白い！」ポジ
ティブに親の介護や加齢のモヤモヤ
を乗り切る極意が、語られています。

「自然の理に、なんの恥じ入ること
があろう。」と、笑い飛ばすお二人
の声が聞こえるようで、痛快です。

「火山ツアー」に参加した３人の子
どもたち。火山ならではの地形やそ
の美しさにカンゲキしつつ、頂上へ。
すると突然、火山が噴火！大小の噴
石や溶岩流、火砕流が次々と襲いか
かり、大ピンチ。この状況から逃れ
られるのか？

『FOOD for ALLすべての人に
食べものを』
ロス・アスクィス絵／ 
メアリ・ホフマン文（少年写真新聞社）

『女じまい　サワコと比呂美』
阿川佐和子・伊藤比呂美／著（中央公論新社）

『大噴火のサバイバル　生き残り作戦』
洪在徹／原案・もとじろう／絵・
小山 真人／ 監修（朝日新聞出版）

夏休みの特集コーナーのご案内
「自由研究のアイデアをさがしたい」
「読書感想文、どの本にしよう」
「白馬村には、どんなむかしばなしがあるんだろう」
調べものや、「読んでみようかな」と、気になっていた本は、ありませんか。図書館の本やDVD、新聞を、どうぞご活用ください。
夏休み期間中、利用が多くなりそうな本は、貸出期間が１週間になります。期日までの返却にご協力をお願いします。
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■ 乳幼児健診等 会場：白馬村保健福祉ふれあいセンター1階
月　日 曜　日 事業名 対象になるお子さん
7月22日 水曜日 前期乳児健診 令和8年1月20日から3月生
7月22日 水曜日 後期乳児健診 令和7年7月24日から9月生
7月28日 火曜日 理学療法(PT)相談 予約制
7月30日 木曜日 ２か月育児相談 令和8年5月生
8月  4日 火曜日 育児相談 予約制
8月  6日 木曜日 よちよち相談 令和7年3月から5月生
8月  6日 木曜日 ぴよぴよ教室 令和8年2月から3月生
8月  7日 金曜日 1歳半健診 令和6年11月5日から令和7年2月5日生
8月20日 木曜日 もぐもぐ相談 令和8年1月20日から3月11日生
8月24日 月曜日 理学療法(PT)相談 予約制

保健ガイド　7月から 8月
15日から翌月末までの予定を日付順に記載しています。

■ 予防接種 会場：白馬村保健福祉ふれあいセンター1階
月　日 曜　日 事業名 対象になるお子さん
7月29日 水曜日 二種混合 6年生
7月29日 水曜日 日本脳炎2期 4年生
8月  5日 水曜日 乳幼児予防接種 個別にご案内しています
8月28日 金曜日 乳幼児予防接種 個別にご案内しています

お問合せ　白馬村こども家庭センター（白馬村教育委員会　子育て支援課内）　電話：0261-85-8101

■ 子育て支援ルーム

【なかよし広場のお知らせ】
☆なかよし広場は、白馬村保健福祉ふれあいセンター 3 階へ移転しました。
☆乳幼児のお子さんとそのご家族が、自由に遊び、交流できる「親子の居場所」です。ぜひお気軽にお越しください。
・開館日 ：月曜日～金曜日　
・利用時間 ：午前 9 時 30 分から正午まで
※土曜日、日曜日、祝日は休館日です。
※支援ルームは登録制となっておりますので、初回利用時に登録カードの記入をお願いします。
※イベントの予約は、子育て支援ルームへご連絡ください。
※行事日程や急な休館等の情報は、白馬村行政公式ホームページおよび白馬村公式 LINE に掲載します。
※白馬村公式 LINE の事前登録をおすすめします。
お問合せ　白馬村子育て支援ルーム（子育て支援課）　電話：080-6930-1518
※移転期間中は、携帯電話へご連絡ください。

月　日 曜　日 事業名 対　象 時　間
 7月27日 月曜日 親子音楽リトミック　＊要予約 1.2歳児親子 10時30分から
 7月29日 水曜日 このゆびとまれ 未就園児親子 11時15分から
 8月  7日 金曜日 わくわくサーキットひろば 未就園児親子 11時00分から

■心の相談会（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 お問合せ先

7月28日（火曜日）
10時から15時まで 白馬村保健福祉ふれあいセンター

2階　福祉相談室 白馬村役場健康福祉課　0261-85-0713
8月25日（火曜日）

※予約は公式LINEの申請ボタンからお願いします。

■司法書士無料相談（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 相　談　員 お問合せ先

8月  4日（火曜日） 13時から16時まで
白馬保健福祉

ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

帶
オビカネ

金　康
ヤススケ

祐　司法書士 白馬村社会福祉協議会
0261-72-7230

※予約が必要です。相談時間は30分ですので、相談内容を整理してお越しください。

■人権・心配ごと相談
開 設 日 時　間 場　所 相　談　員 お問合せ先

9月  8日（火曜日） 13時から16時まで
白馬村保健福祉

ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

人権擁護委員 白馬村社会福祉協議会
0261-72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。
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再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

発
行
・
白
馬
村
役
場
　
　
〒
399‒

9393
　
長
野
県
北
安
曇
郡
白
馬
村
大
字
北
城
７
０
２
５
　
　
編
集
・
広
報
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
６
１‒
７
２‒

７
０
０
２

人口：8,202 人　男：4,123 人　女：4,079 人　世帯：4,276 世帯
（令和 8年 7月 1日現在）

7
2026
vol.598

編集後記
第598号の表紙には、白馬村出身の渡部暁斗選手が現役最後のジャンプに臨む姿と、応援に駆け付けた地元の皆

さんや全国のファンとの交流の様子を掲載しました。長年にわたり白馬村に夢と感動を届けてくださったことに感謝す
るとともに、今後は選手育成という新たな場でのさらなるご活躍を心より期待しております。
また、今号ではより親しまれ役立つ広報誌づくりを目指すため、「広報はくば」に関するアンケートを掲載しています。
皆様からいただくご意見やご感想を今後の誌面づくりに生かしてまいりますので、ぜひアンケートへのご協力をお願い
いたします。� （広報編集担当：藤戸）

有料広告欄

ケーブルテレビ白馬指定管理者：
株式会社エーアイシーコミュニケーションズ

受付時間：平日 8 時 30 分～17 時 30 分
　　　　　・加入／故障等のお問い合わせは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0074
　　　　　・取材等のお申込みは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0116

地域包括支援センターです
お気軽に72-6667 にお電話ください
（白馬村の4年生が1月にサポーター
になりました。）
白馬村の認知症サポーター数2,075人

（令和8年 6月現在）

ケーブルテレビ白馬に関するお問い合わせは… 認知症の相談窓口は

スマホアプリで広報はくば配信中！！

姉妹都市コーナー

静 岡 県  河  津  町 和 歌 山 県  太  地  町

めがね岩　お掃除作戦
令和8年5月30日（土曜日）、町民の有志が博物館

スタッフらと共にくじらの博物館敷地内のめがね
岩において、海岸清掃「めがね岩お掃除作戦」を行
いました。
吉野熊野国立公園管理事務局から「海洋ごみが与

える地球や動物への影響」についてレクチャーを受
けた後、めがね岩付近に流れ着いたプラスチックや
ペットボトルなどの人工物や流木などを拾い、約1
時間で多くのゴミを回収することができました。

一流プレーを間近で体感
上佐ケ野区出身の山田大悟選手が所属する東京

グレートベアーズによるバレー教室が6月13日、
河津小学校体育館で行われました。参加者はプロ
選手との交流を通してバレーボールの楽しさを感
じていました。
山田選手は今シーズンで東京グレートベアーズ

を退団し、他のチームへの移籍が決まっています。

広告募集中 広報はくば及び白馬村行政公式ホームページに掲載する広告（有料）を募集しています ＊お問合せ 白馬村役場総務課

山田選手から直接アドバイスを受ける
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